
特集１◆ノーベル賞に輝く自然科学への好奇心

2 学術の動向　2009.6

2009年3月29日（日）
14:00～ 16:45

於：立教大学タッカーホール
（〒171-8501　東京都豊島区西池袋3-34-1）

プログラム
司会：日本物理学会副会長　大貫惇睦

挨　拶
	 日本物理学会会長	 二宮正夫
	 日本学術会議会長	 金澤一郎
	 立教大学総長	 大橋英五

解　説
益川先生と小林先生の研究と素粒子物理学の歴史的歩み
	 「素粒子物理学の歩み  理論的見地から」東島　清
	 「素粒子物理学の歩み  実験的見地から」髙﨑史彦

祝　辞
	 江崎玲於奈（1973年度ノーベル物理学賞受賞）
	 小柴　昌俊（2000年度ノーベル物理学賞受賞）

受賞記念講演
益川敏英　2008年度ノーベル物理学賞受賞
「1970年代：混沌から収束へ」
小林　誠　2008年度ノーベル物理学賞受賞

「対称性とその破れ」

主催：日本物理学会
共催：日本学術会議、立教大学

日本物理学会市民科学講演会

ノーベル物理学賞受賞記念講演会
サイエンスへの限りない好奇心

　本特集は、日本物理学会主催、日本学術会議・立教大学共催により平成21年3月29日に開催され
ました「ノーベル物理学賞受賞記念講演会～サイエンスへの限りない好奇心」を載録したものです。
　なお、写真等につきましては、日本物理学会より提供していただきました。


